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3 東アジアの国際拠点空港としての成田空港

1 発着枠の拡大

　成田空港の1日あたりの発着枠は2002年4月18日の
暫定平行滑走路（現B滑走路）のオープンに伴い、空
港処理能力はそれまでの年間13万5000回から20万
回に拡大し、1日あたりの発着枠は370回から546回へ
と約50％増えた。
　2009年10月には暫定平行滑走路の2500ｍ化が完
了して運用を開始したことにより、2010年3月以降、段
階的に空港処理能力は向上し、2014年度に30万回へ
の拡大を実現している。
　国土交通省は、今後の首都圏空港における航空需
要はさらに増加が見込まれることから、空港処理能力
の拡大を含めた首都圏空港の機能強化を図る必要が
あるとし、2013年7月、国土交通省交通政策審議会航
空分科会基本政策部会の下に設置された、「首都圏空
港機能強化技術検討小委員会」において、首都圏空港
の機能強化に係る技術的な選択肢がとりまとめられた。
　これをもとに、首都圏空港の機能強化の具体化に
ついて、関係自治体や航空会社等で協議を行うため、
2014年8月に「首都圏空港機能強化の具体化に向けた
協議会」を設置。その会合で成田空港については、管
制機能の高度化や高速離脱誘導路の整備、夜間飛行
制限の緩和などにより、東京2020オリンピック・パラ
リンピック競技大会が開催される2020年までに、年間
約4万回以上の発着回数の拡大が可能という見方も示
された。
　2015年9月からは「成田空港に関する四者協議会」

（以下、四者協議会）において成田空港の更なる機能
強化策について検討が進められた。2016年9月の四者
協議会では、年間発着容量を50万回まで拡大できる
ようにするため、B滑走路を1000ｍ北側へ延伸するこ
と、3500ｍで新設するC滑走路の具体的な位置、夜間
飛行制限変更の時間帯などについての具体案を説明・
提示した。
　その後、100回を超える住民説明会、地元自治体や
千葉県からの要望、要請等を踏まえ、2017年6月の四
者協議会では、夜間飛行制限の変更と環境対策・地
域共生策の見直し案を提案。更なる機能強化の実現
に向けて、「地域住民の理解と協力が得られるよう最
大限の努力をすること」が確認された。
　これを受けて、その後も地域の皆さまへの丁寧な説
明を重ねた結果、更なる機能強化の実施について、地
元自治体からも理解が得られ、2018年3月の四者協議
会において合意し、実施に向けた確認書を締結するに

至った。これにより、B滑走路の延伸、C滑走路の新設
などを通じて、成田空港の年間発着枠が30万回から
50万回へ拡大されることになった。
　さらに2019年2月4日に開かれた四者協議会では、A
滑走路の発着時間をこれまでより1時間延長して24
時までとする夜間飛行制限の変更を2019年冬期スケ
ジュールから実施することを確認し、10月27日から実
施されている。

2 国内・世界における成田空港の位置づけ
（1）日本の空の玄関口としての役割
　日本全国の空港における輸送実績で、成田空港は
最大のシェアを占めており、日本の空の玄関口として
重要な役割を担い続けている。
　国土交通省がまとめた2018年度の「空港管理状況
調書」によると、全空港の国際線に占める成田空港の
割合は、着陸回数が34.2％、航空旅客数（乗降客＋通
過客）が33.9％、貨物取扱量が54.1％で、圧倒的なシェ
アとなっている。また、2018年度の国際線着陸回数を
空港別に見ると、トップの成田空港が10万2204回（1
日平均281回）、次いで関西空港の7万1599回（同197
回）、羽田空港の4万3737回（同120回）、中部空港の
2万77回（同56回）、福岡空港の1万9877回（同55回）
と続いている。
　日本の貿易港として成田空港が重要な役割を担って
いることは、金額ベースでも裏付けられている。「外国
貿易概況」（日本関税協会）によると、2018年度におけ
る成田空港からの輸出額は約11兆2751億円となり、日
本からの輸出額の14.0％、輸入額は約13兆5586億円
で、日本への輸入額の16.5％を占めた。輸出入額の合
計は約24兆8337億円となり、引き続き海港を含めた
港別の第1位で、空港としては第2位の関西空港（約9兆
894億円）の約2.7倍の規模となっている（表1-9参照）。

（2）国際拠点空港としての成田の位置づけ
　2010年6月に閣議決定された「新成長戦略」で、首
都圏空港を含めたオープンスカイの推進が盛り込ま
れた。オープンスカイとは、参入可能な航空会社の数、
路線・便数に係る制限を二国間で相互に撤廃すること。
　この「新成長戦略」に基づき国土交通省は、首都圏
空港を含めたオープンスカイを推進する交渉を開始し、
成田空港では、誘導路の新設とスポットの整備が完了
した2013年夏期スケジュール（2013年3月31日）から
オープンスカイが適用された（表1-10参照）。2019年
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10月末現在までに成田空港におけるオープンスカイ合
意国は29カ国・3地域となり、成田空港の2018年暦年
の国際線発着旅客数に占めるオープンスカイ合意国
のシェアは77.2％に達している。
　日本経済の再生に向けて、2013年6月に閣議決定
された新たな成長戦略「日本再興戦略〜JAPAN is 
BACK〜」でも、「訪日環境の改善」を図る施策として、

「LCC参入促進等による航空ネットワークの充実」や「ビ
ジネスジェットの利用環境整備」などとともに、「オー
プンスカイの戦略的推進」が位置づけられた。
　また、2018年6月に策定された「観光ビジョン実現
プログラム2018」では、LCCの就航促進に向けた取り
組みとして、「首都圏空港は、羽田空港の飛行経路の
見直し、成田空港の第3滑走路の整備等により、ニュー
ヨーク、ロンドンに匹敵する世界最高水準の発着容量
年間約100万回の実現を目指す」こととした。このうち
成田空港については、「2020年までの高速離脱誘導
路の整備等による発着容量約4万回拡大に加え、2018
年3月の地元合意に基づき、騒音・落下物対策や『成
田国際空港周辺整備のための国の財政上の特別措置
に関する法律』による周辺地域の施設整備の促進を
行いつつ、第3滑走路の整備や夜間飛行制限の緩和
等の更なる機能強化を進め、年間発着枠を50万回に
拡大する」とされている。
　さらに、2019年6月に策定された「観光ビジョン実
現プログラム2019」では、首都圏の空港容量を世界
最高水準の年間約100万回への拡大を目指すなか
で、成田空港については「高速離脱誘導路の整備を進
め、2020年までに発着回数容量を年間約4万回拡大す
る」ことをあらためて掲げた。また、「2019年冬期スケ
ジュールからA滑走路の夜間飛行制限を緩和する」こ

とに加え、「騒音・落下物対策等を実施しつつ、第3滑
走路の整備等に向けた取り組みを着実に進め、発着容
量を年間約16万回拡大することを目指す」とされている。

◇
　成田空港への乗り入れ航空会社は、2019年冬期ス
ケジュール期初で106社を数え、就航都市数は海外
118都市、国内線が22都市、合計140都市とスケジュー
ル期初時点としての最高値を更新した。
　 な お、国 際 空 港 評 議 会（ACI：Airports Council 
International）が世界の空港の利用動向をまとめた

「2017 ACIWorld Airport Traffic Report」に よ る と、
成田空港の国際線取扱実績は、旅客数が第18位（前
年も第18位）、貨物取扱量は第5位（同5位）となった

（表1-11参照）。

表1-9　全国港別輸出入ランキング（2018年度／確報値） （単位：百万円）

順位
輸出 輸入 輸出入計

港名 価額 伸び率（％） 港名 価額 伸び率（％） 港名 価額

1 名古屋 12,525,773 4.5 成田 13,558,622 7.9 成田 24,833,741

2 成田 11,275,120 0.7 東京 11,663,304 −0.4 名古屋 17,893,807

3 横浜 7,550,623 2.6 名古屋 5,368,034 9.4 東京 17,663,205

4 東京 5,999,900 1.0 大阪 4,964,367 3.3 横浜 12,458,449

5 神戸 5,859,586 2.9 横浜 4,907,827 16.3 神戸 9,256,473

6 関西空港 5,166,511 −8.5 関西空港 3,922,892 −3.4 関西空港 9,089,403

7 大阪 4,107,517 5.9 千葉 3,814,859 12.5 大阪 9,071,883

8 博多 2,807,782 31.3 神戸 3,396,888 2.5 千葉 4,683,634

9 三河 2,705,413 2.5 川崎 2,352,726 3.4 博多 3,853,400

10 清水 1,885,059 2.6 四日市 1,721,981 21.7 三河 3,489,395

全国計 80,709,540 1.9 全国計 82,304,086 7.2 全国計 163,013,627

出典：日本関税協会「外国貿易概況」	 （注）確報値は、確定値の前段階の数字。確定値が発表されるのは2020年3月ごろ。
（注）「伸び率」は対前年度の伸び率（％）を示す。

表1-10　成田空港におけるオープンスカイ合意国
29カ国3地域� （地域：香港、マカオ、台湾）

合意年月 国・地域

2010年 米国、韓国

2011年
シンガポール、マレーシア、香港、ベトナム、
マカオ、インドネシア、カナダ、オーストラ
リア、ブルネイ、台湾

2012年
英国、ニュージーランド、スリランカ、フィ
ンランド、フランス、オランダ、スウェーデ
ン、ノルウェー、デンマーク、タイ

2013年 スイス、フィリピン、ミャンマー

2014年 オーストリア

2016年 スペイン、ラオス、カンボジア、ポーランド

2017年 パプアニューギニア、インド

※�ネパールとの航空当局間協議により成田空港を含む乗り入れ地点の拡大等が
合意（2018年6月）

（2019年10月末現在)
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